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東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ
(EAAFパートナーシップ)の発足と協力
日韓のガンカモ類の共通点・特色、韓国で開催される

第10回ラムサール条約締約国会議を控えて

企画者　　　　㈹神谷要(中海水鳥国際交流基金財団)・呉地正行(日本雁を保護する会)

岸本伸彦（(財)日本野鳥の会自然保護室）・須川恒(琵琶湖ラムサール研究会)　

 自由集会開催趣旨
 「東アジア地域ガンカモ類重要生息地ネットワーク」（ガンカモネットワーク）は、1999年5月14日、コスタリカの第7回ラムサール条約締約国会議において、「アジア・太平洋地域渡り性水鳥保全戦略」の三番目のネットワークとして設立された。これを支援するためにガンカモネットワークの活動を支援する鳥学研究者のグループ(JOGA)が設立され、毎年日本鳥学会で自由集会「JOGA」を開催している。昨年、「アジア・太平洋地域渡り性水鳥保全戦略」が発展的に解消され、「東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ」(以下、EAAFパートナーシップ)が発足されたのを受け、改めて今後のガンカモネットワーク（注1）のありかたと、研究者の役割を検討したい。

また、2008年秋には、韓国南部のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ﾁｬﾝｳｫﾝ),昌原)で、第10回ラムサール条約締約国会議が開催される事となっている。東アジアで開催される２回目の締約国会議であり、日本近隣国の湿地保全をすすめる上で、大きな機会となるであろう。今回の鳥学会では、九州開催という地の利を生かし、JOGA9として、韓国と日本のガンカモ類の共通点と特色を確認する。特に、ネットワーク議長の呉地正行氏と韓国ラムサールセンターからLee Chan-woo氏に参加いただき、既に行われている協力関係、東アジアのガンカモ類と水田環境の保全運動など、締約国会議に向けて今後の(鳥学的)課題を整理したい。
（注1）；EAAFパートナーシップ移行をうけて、ガンカモネットワーク（略称）の正式名称は「東アジア・オーストラリア地域渡り性水鳥重要生息地ネットワーク（ガンカモ類）となった。

世界水鳥個体数推定　第四版の日本語版公開、

およびEAAFパートナーシップの発足について
（財）日本野鳥の会　自然保護室　岸本伸彦

1．世界水鳥個体群推定　第四版の日本語版公開
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小会がアジア・太平洋地域渡り性水鳥保全戦略の国内事務局として、関係者の協力を得て、WPE4から日本に適用できる個体群の1%基準値の情報を付表にまとめ、以下のウェブで公開しています。

○琵琶湖水鳥・湿地センター＞ラムサール条約＞ラムサール条約を活用しよう

http://www.biwa.ne.jp/~nio/ramsar/ovwpe4.htm
○環境省インターネット自然研究所＞渡り鳥生息地ネットワーク

http://www.sizenken.biodic.go.jp/flyway/　　
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本書は、ラムサール条約の「湿地選定基準6；水鳥の生物地理学的個体群の1%以上の個体を、定期的に支える湿地を国際的に重要とみなす」を運用するために、ラムサール条約がWIに対して、世界中の水鳥の個体群推定をとりまとめて1%基準値を算定し、それらを定期的に刊行するように要請し、WIが発行したものです。
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2．EAAFパートナーシップの発足

[image: image15.emf]韓国生物多様性管理契約の推移
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EAAFパートナーシップとは、東アジア・オーストラリア地域において、渡り鳥にとって重要な生息地の保全を国際的に進めていく、新しい国際連携協力事業です。

[image: image17.emf]韓国生物多様性管理契約の推移
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東アジア・オーストラリア地域における 渡り性水鳥重要生息地  

  重要生息地     ネットワーク参加地  


日本の渡り鳥の保護は、これまで二国間条約・協定（米国・豪州・ロシア・中国）に基づく二国間協力のほか、多国間協力の取組として「アジア・太平洋地域渡り性水鳥保全戦略（1996-2006）」に基づき、渡り鳥の重要生息地の国際的ネットワークの構築等の取組が行われてきました。

1996年に日本・環境庁（現環境省）とオーストラリア・自然環境庁（現環境遺産省）、WIが主導して、「アジア・太平洋地域渡り性水鳥保全戦略」（第Ⅰ期：1996-2000、第Ⅱ期：2001-2006）（以下、水鳥保全戦略と略す）を策定しました。この戦略に基づき、シギ・チドリ類、ツル類、ガンカモ類の3種群の渡り鳥の生息地の国際的なネットワークが構築され、ネットワーク参加地間の情報交換、人的交流、調査研究等の活動を行ってきました。

一方、日本政府とオーストラリア政府、そしてWIは、2002年に南アフリカ・ヨハネスブルグにおいて国連主催により104ヵ国の首脳が出席して開催された「持続可能な開発に関する世界首脳会議」（WSSD、通称：ヨハネスブルグ・サミット）に際して、国際連携協力事業（WSSDタイプ2パートナーシップ・イニシアティブ）として、渡り鳥の生息地の保全に関するプロジェクトを登録しました。

そして2006年、水鳥保全戦略の終了にあたって、アジア・太平洋地域の渡り鳥及びその生息地の保全に係る国際協力をさらに強化するため、日本・環境省とオーストラリア・環境遺産省が主導し、WSSDタイプ2パートナーシップ・イニシアティブの側面を充実させる形で、2006年11月に「EAAFパートナーシップ」が新たに発足しました。

EAAFパートナーシップの発足に伴い、水鳥保全戦略は発展的に解消され、シギ・チドリ類、ツル類、ガンカモ類の3種群の重要生息地ネットワークの参加湿地は、EAAFパートナーシップに基づく新たな重要生息地ネットワークに移行されることになりましたが、日本国内の既存3種群のネットワークは今後も継続して運用されます。詳しくは、

環境省インターネット自然研究所＞渡り鳥生息地ネットワークhttp://www.sizenken.biodic.go.jp/flyway/   をご覧下さい。

アジア水鳥センサス（AWC）とモニタリングサイト1000について

阪口法明

環境省自然環境局生物多様性センター

Asia Waterbird Census（AWC）はアジア・オーストラリア地域をカバーするセンサスとして1987年に開始され、現在、30ヵ国／地域が参加している。AWCは渡り性水鳥の分布と個体群及び生息地である湿地の状態をモニターするプログラムで、センサス結果はこれまでラムサール条約登録湿地の登録、IUCNのRed Data Book、BirdLife InternationalのImportant Bird Areas（IBA）等に提供されてきた。

　モニタリングサイト1000（以下、モニ1000という。）はわが国の代表的生態系の状態を把握し、継続的にモニタリングすることで、種の減少、生態系の劣化など、自然環境の異変をいち早く捉え、適切な生物多様性保全施策に貢献することを目的として、環境省が2003年度に開始し、森林、里地、陸水域、砂浜、干潟、サンゴ礁及び小島嶼に調査サイトを設置し、効率的に生態系の状態を把握できるよう指標生物群を選定し、調査を実施してきている。

　モニ1000のガンカモ類モニタリング調査は2004年度から開始しており、全国に80カ所のサイトを設置し、越冬期の１月中旬と秋（９月～11月）と春（２月～３月）の渡り期の年３回調査を実施している。2006年の越冬期調査では、58サイトでハクチョウ類３種27,808羽、ガン類４種107,508羽、カモ類23種223,009羽が確認された。モニ1000ガンカモ類調査は定点観察による継続調査であり個体数変動把握に適していることから、この調査結果を2005年～2007年ＡＷＣ報告書作成のためにAWC事務局にデータ提供した。また、ガンカモ類以外では、シギ・チドリ類、ズグロカモメ、クロツラヘラサギ、ツクシガモの定点調査をモニ1000シギ・チドリ類調査で実施しており、この調査結果についてもAWC事務局に報告している。

　地球規模で渡りをする水鳥類の個体群変動とその要因を把握するためには、わが国の個体数と生息地の状況だけでなく、アジア地域に網の目のように広がる渡り性水鳥類のフライウェイ全体を把握しなければならない。そのためにもＡＷＣにおいてアジア地域のガンカモ類を含む水鳥類の個体群及び生息地に関する情報の共有化を図るとともに、より精度の高いデータ収集のために調査連携の促進が必要である。

国の水鳥に配慮した農法を支援する法制度1)と日本の現状

呉地 正行（日本雁を保護する会）

韓国の水鳥に配慮した農法を支援する法制度である「生物多様性管理契約」制度は　2000年に慶尚南道昌原市（2008年ラムサールCOP10開催地）で麦栽培に対する補償制度として市当局により初めて導入され、2002年には環境部の国家政策として受け継がれ、全国に拡大してきた。

1.韓国・環境部の生物多様性管理契約制度の施行指針（2006年環境部）

1）目的；a)渡り鳥の到来地等、生態系優秀地域で地域住民が直接参画する生態系保全活

動の積極的推進と牽引。

b)保全地域（生態系保全地域、湿地保全地域、特定島嶼地域、野生動植物保護区

域、野生動植物特別保護区域）指定に際し、地域住民の行為制限への反発の緩和。

2）概要;  a)生態系優秀地域で地方自治体首長と地域住民との間で保護契約を締結


　b)契約に対し、地方自治体首長がその対価を支払う（実質的な環境直接支払い）

3）法律的根拠：自然環境保全法　第37条（1997年改定）

4）地域；14自治体18ヶ所（2006年現在）（韓国冬季鳥類同時センサス（全国124地点(2005

年)）に基づき選定）

２.これまでの経緯

1）1997年8月、自然環境保全法改定によって生物多様性管理契約制度新設

2）「生物多様性管理契約施行体系に関する研究」（韓国農村経済研究院、2000年4月～2001

年4月）を通じて細部施行方法、基準などの計画案を策定

3）2002年　３市・郡にてモデル事業実施（国庫支援2億7百万ウォン）

４）2003年　５市・郡へ拡大実施（国庫支援5億4千2百万ウォン）

5）2004年９市・郡へ拡大実施（国庫支援7億1千1百万ウォン）

6) 2005年10の市・郡へ拡大実施（国庫支援7億4千6百万ウォン）

7) 2006年14の市・郡へ拡大実施（国庫支援9億1百万ウォン）

3.生物多様性管理契約の類型

	区　分
	内　訳
	備　考

	耕作管理契約
	麦の栽培
	契約栽培--> 渡り鳥の餌の提供

	保護活動管理契約
	稲の未収穫放置
	

	
	稲わら放置
	

	
	ねぐらの造成管理
	


４．生物多様性管理制度の管理、執行

1）生物多様性管理契約事業推進協議会が、①事業対象地域、契約対象者、契約面積等の決定、②契約金額の決定、契約金額減額の決定　③契約内容の実施の確認　④事業成果の評価及び分析　を行う。

２）契約内容
①耕作管理契約（麦の栽培）
· 契約期間：麦の栽培期間(11月～翌年4月)
· 契約単価：大麦 3,300千ウォン/ha、小麦 3,823千ウォン/ ha、もち麦 3,615千ウォン/ ha

②保護活動管理契約（農作物（稲）の未収穫放置、湛水によるねぐらの造成管理等）

· 契約期間：稲の栽培期間(5月~10月), 渡り鳥の越冬期間(11月~翌年の4月)
・ 契約単価：稲の未収穫；未収穫穀物量の販売額 (8,854千ウォン/ha)

湛水等休憩場所造成：ねぐらの造成・管理費用　(57万ウォン/ ha)

稲わら放置：現地販売価格の1.5倍以内
③契約パートナーの遵守事項（１-8）（詳細略）
３）生物多様性契約の優先順位

渡り鳥関連の生物多様性契約事業の予算は限られているのに対し、農家の参加は増加しているため、効果的な運営方案が必要になってきた。昌原市ではこのような問題を解決するために住南貯水池周辺農耕地の食害範囲及び持続可能な開発計画樹立のための専門家研究（2005年）〔2004年「注南貯水地生物多様性の向上を図るための調査」〕に基づき、協約締結優先順位地域を3段階に分けて選定し、運営している【図1】。

この政策の狙いは、１)渡り鳥が安心して到来する棲息地を集中的に提供する、２)豪雪期にも渡り鳥に餌を与える事業の遂行を可能にする、３)優先順位地域を中心に渡り鳥が生息することで、他地域での食害を防ぐ、４)渡り鳥観察客にも豊かな観察対象を提供し、結果的には農村観光にも役立てることである。

【図1　生物多様性契約優先順位実施事例】

（昌原市－注南貯水池
）

〔優先順位〕

緑色の面：　　 〔一位〕；「管理地域」

黄色の面：　　 〔二位〕；「緩衝地域」

赤線内の区画： 〔三位〕；「その他の地域」

５．生物多様性管理契約制度の成果と課題

2000年から同事業が実質実施されている注南貯水地を例に成果と課題をまとめると以下のようになる。

〔成果〕；○農民へ直接支払いにより、渡り鳥に起因する農民の不満を和らげ、渡り鳥の生息環境を害することはなくなった。○種数の微増。個体数の増加。

〔課題〕；　●補償単価の高い麦栽培に集中し、畑の麦を好む種（マガン）の割合がこの10年間で高まった　●鳥類の多様性の回復と維持に有効な冬期湛水は他の事業類型より2倍以上手間がかかるが、補償単価は一番低いので、農民が一番嫌がる　●単価の高い麦栽培に農民が集中し、契約農家数も少なく、対象面積も狭くなる。●詳細なモニタリングが行われていない(環境部による年1度の全国同時鳥類調査のみ)　●同管理契約の４つの事業類型の改善・補完の検討が要。

〔課題の解決〕◇事業類型の過度な偏りを避けるために、2006年から事業が始まった洛東江河口では事業類型の比率を設定；麦：30％、稲わら放置：30％、冬期湛水：40％。◇農業団体も契約対象に加え、多様な事業が可能となった。

６．日本の現状

●　国、都道府県による環境面からの支援制度は現在存在しない。
· 少数の市町村ではガンカモ類による食害補償または、食害に伴う追加農作業を支援する以下の取り組みが取り組みが行われている；

· ガンカモ類による水稲への食害補償条例の制定〔宮城県・栗原市（旧若柳町、築館町、志波姫町）、登米市（旧迫町）大崎市（旧田尻町）、鳥取県・米子市〕。

· マガンの麦食害で発生する追加農作業への支援（北海道・美唄市）

●　生物多様性を活かした農業技術や水鳥との共生をめざした取り組みは民間レベルでは活発に行われているが、国レベルでの支援制度は皆無に近く、韓国と状況が大きく異なっている。平成19年には農水省による「農地・水・環境保全向上対策」が始まり、多少の可能性は秘めているが、環境サイドからの国策は未だ存在しない。
· 2008年に韓国で開催されるラムサール条約第10回締約国会議と2010年に名古屋での開催をめざしている生物多様性条約第10回締約国会議をより充実させるためにも、韓国の事例を精査検討し、新た施策の実現が求められる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

注　1) これらの内容は、以下の報告を参考にして、呉地が編集したものである。

李炫周（韓国UNDP-GEF国家湿地保全事業洛東江モデル地域管理団）(2007)韓国の環境直

接支払い－生物多様性管理契約制度－昌原注南貯水地を中心とした事例－

李徳培・朴サンヨン・姜ギギョン・朴光来・除ミョンチョル（農村振興庁農業科学技術
 　　院）(2006) 冬の渡り鳥の棲息地としての農耕地の機能に対する評価

The comparative study on habitat use pattern of wintering swans in two wetlands: Nakdong River Estuary (South Korea) and Lake Nakaumi area (Japan)

Lee, Chan-woo (Ramsar Wetland Center Korea)

A comparative study on habitat use pattern of wintering Swans was conducted at two important sites (the Nakdong River Estuary in S. Korea and Lake Nakaumi Area in Japan) during the winter from 2002 to 2005. They are located at the middle of the East Asian-Australian Flyway and have similar latitudes 35°05′N and 35°26′N respectively. In the Nakdong River Estuary, more then 85% are Whooper Swan Cygnus cygnus whereas it was founded that in the Lake Nakaumi area most of them are Bewick's Swans Cygnus bewickii. During the survey, swans reached these sites simultaneously (about late October) and the increase of swan numbers was similar in early November. In the late November, peak count number was ca, 3,000 (Nakdong River Estuary) and ca, 1,200 (Lake Nakaumi and Lake Shinji). However, habitat use pattern and decrease in swan number showed different pattern. Compared to the Nakdong River Estuary, swan population in the Lake Nakaumi area remained the same until mid March. In the Nakdong River Estuary, swans utilized mostly tidal wetland habitat as feeding and roosting ground. As the swan population increased, food plants (*Scirpus triqueter) decreased. Swan population decreased rapidly in early December. In the Lake Nakaumi Area, feeding and roosting habitat was different divided. During the daytime, they used near-by agricultural land as feeding ground and also humidity and mild winter weather support the food plant (**Poa spp.) growth. In the nighttime, most of the swans used artificial wetland (Yonago Waterbird Sanctuary) as roosting ground. Land use pattern and habitat type are directly linked to the wintering pattern of swans in both countries.
* Scirpus triqueter:サンカクイ　湿性植物で塊茎を形成する。

**Poa spp.:イチゴツナギ属,スズメノカタビラなど
Key words: 
Nakdong River Estuary, Lake Nakaumi, Lake Shinji, Whooper Swan Cygnus cygnus, Bewick's Swans Cygnus bewickii, population, food plant, artificial wetland. 
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Fig. 15. Swan population change in the Nakdong River Estuary. 
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Fig. 16. Swan population change in the Lake Nakaumin area.
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Fig. 19. Changes of swan individuals in the three wetlands (Nakdong River Estuary, Junam Reservoir, Woopo Wetland)
(仮訳)
2つの湿地に生息するハクチョウ類の生息パターンの比較研究; 

ナクトンガン河口(韓国)および中海 (日本) 

　イ・チャンウ(韓国ラムサールセンター)

ハクチョウ類の生息状況の比較は、2002年から2005年まで、2つの湿地 (ナクトンガン、中海)で冬に行なわれた。 両湿地は東アジア・オーストラリア地域フライウェイの経路の中間に位置し、ほぼ同じ緯度(35°05 'Nナクトンガン河口、35°26'N中海)にある。ナクトンガンでは、85%以上がオオハクチョウCygnus cygnusであり、中海ではほとんどがコハクチョウCygnus columbianus であった。 調査中、どちらの湿地もハクチョウは同じ頃(10月後半ころ)に飛来した。さらにハクチョウ類の個体数の急激な増加は、同様に11月前半に起った。 11月後半には、3,000羽(ナクトンガン河口)および1,200羽(中海・宍道湖)と個体数のピークを示した。 しかしながら、生息地のパターンとその後のハクチョウ類の個体数の減少パターンは、異なっていた。ナクトンガン川河口と比較して、中海周辺のコハクチョウの個体数は3月中旬まであまり減少しなかった。

 ナクトンガンの河口においてハクチョウ類は、塒・採食地ともに一日中そこで活動していた。ハクチョウ類の個体数が増加するとともに、餌植物(サンカクイScirpus triqueter)の生物量は減少した。 そのため、ハクチョウ類の個体数は、12月前半に急速に減少した。

　これに対して中海周辺では、ハクチョウ類の採食地と塒が分かれていた。昼間は、ハクチョウ類は周辺の農地を採食地とし、そこではより穏やかな冬の天候によって餌植物(イチゴツナギ属Poa.spp)が成長していた。夜間は、ほとんどのハクチョウ類が塒として人工湿地(米子水鳥公園)を利用した。 ハクチョウ類の土地利用パターン、および生息地タイプの違いが、両国のハクチョウ類の越冬パターンに直接に関連していると考えられた。 

キーワード:

ナクトンガン河口、中海、宍道湖、オオハクチョウ・Cygunus cygnus、

コハクチョウ Cygunus bewickii、個体群、餌植物、人工湿地
ガンカモネットワークにおけるトモエガモプロジェクトの活動について

田尻浩伸（財団法人日本野鳥の会・加賀市鴨池観察館）

　2003年、「アジア太平洋地域渡り性水鳥保全委員会・ガンカモ類作業部会」は、「東アジア地域ガンカモ類保全行動計画: 2001-2005」の優先行動のひとつ（行動５）に基づき、「Baikal Teal Task Force（以下ＢＴＦ）」と英語で呼ばれるプロジェクトチームが設立された。ＢＴＦは東アジア地域でのトモエガモの保全活動を推進し、保全活動計画を策定することを目的としている。メンバーは韓国、モンゴル、ロシア、中国、日本から参加しており、日本からは田尻が参加している。

　本自由集会では、2002年、2003年に開催されたＢＴＦミーティングの際に検討され実施した日本、韓国合同のトモエガモカウント調査の結果やその過程で把握できた国内の重要な渡来地について報告する。

　また、保全計画を策定する上で必要と思われる情報について紹介したい。

　

【日韓合同トモエガモカウント調査結果】

　国内の情報は各地の研究者、調査者、バードウォッチャーに提供をお願いしたほか、日本野鳥の会各支部報や自然愛好団体の会報などからも情報を収集した。韓国の情報は、現地の研究者のカウントデータ（2004年）のほか、韓国環境省が実施する水鳥カウント調査報告書（2005年）から引用した。

　2004年1月には、日本と韓国で合計660，269羽のトモエガモが記録され、99.7％が韓国での記録であった。2005年には総計333,640羽が記録され、韓国での記録は99.5％を占めた。2006,2007年は国内の情報しか得られていないが、それぞれ774羽、2,723羽が記録された（図1、2）。
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図１．日韓合同トモエガモカウント調査結果（左：２００４年１月、右：２００５年１月）

２００４年１月には、韓国 Guem川河口で６０万羽、Dongrim貯水池で９万羽が記録され、２００５年１月にはGocheonum湖で１３万羽、Keum川湖で９万羽が記録された。
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図２．日韓合同トモエガモカウント調査結果（韓国のデータは未入手、左：2006年1月、右：2007年1月）

2006年1月には片野鴨池で57８羽、2007年1月には鶴岡市 下池で４53羽、木曽川立田大橋上流で237羽が記録された。

【国内のトモエガモの重要な渡来地】

　2004年から2007年までの1月中旬のカウント調査でお寄せいただいたデータを元に、５０羽以上のトモエガモが記録された湿地を年ごとに抽出した。抽出された湿地は24箇所で、片野鴨池は毎回、河北潟、木曽川立田大橋上流、佐潟、鶴岡市・下池、福島潟、朝日池、米子水鳥公園は2回、伊豆沼、頸城大池・小池など16湿地は1回の調査で50羽以上が記録された（表１）。これらの湿地、とくに大きな群れが記録された湿地や複数回抽出された湿地は、国内のトモエガモの越冬地として重要であると考えられる。

表１．１月の調査で５０羽以上のトモエガモが記録された湿地．

４年の調査で２４箇所の湿地で５０羽以上のトモエガモが記録された。そのうち毎回記録された湿地は１箇所、２回記録された湿地が７箇所であった。マス目の色は記録された回数を、調査年の下の（）内は調査時のトモエガモ個体数の合計を表す。

　トモエガモは年ごとの飛来数の変動が大きいことが知られているが、複数回抽出された湿地は比較的飛来頻度の高い重要な湿地であると考えられる。

　また、越冬期間中にも良く移動する種であることから、年に1回の調査では偶然少数しか記録されず、トモエガモの越冬地としての重要性を過小評価する可能性がある。そこで、日韓合同の調査時以外の観察記録も収集し、50羽以上が飛来した湿地を抽出した。合同調査の結果からは抽出されなかった福井県大堤、滋賀県琵琶湖（湖北町）、山口県きらら浜、佐賀県新籠海岸、宮城県蕪栗沼、福島県藤沼湖で100羽以上、高知県蟹ヶ池、宮崎県御池、福井県菅湖で50羽以上が記録された。

【保全計画を策定する上で必要な情報】

　トモエガモの保全行動計画は、当初は2004年度末に策定される予定であったが、筆者（田尻）の力不足以外にトモエガモに関する基礎的な情報が少なかったことも原因し、現時点では策定されていない。トモエガモの国際的な保全計画を策定する上で、必要と思われる情報について、ＢＴＦミーティングの際に各メンバーから出された意見を元にまとめ、その後国内での保全を考える上で必要と思われる調査の内容についてまとめた。

■渡りに関する調査

　・カラーリングや衛星追跡による渡りルートの解明

　・北朝鮮研究者の参加による渡りルート、渡来地情報の充実

■繁殖地での調査

　・衛星画像を用いた生息環境の評価

　・基礎的な繁殖生態に関する知見の蓄積

　・Indigrika, Abyi低地への国際的な調査隊の派遣とモニタリング手法の確立

■中継地での調査

　・中継地での生態に関する調査

　・ハンカ湖のような重要な中継地での生息を脅かす要因の解明

　・モニタリング調査手法の確立のため、Khankayski自然保護区へ調査隊派遣

■狩猟圧に関する調査

　・重要な中継地、繁殖地（Amur, Primorye, Yakutia）での狩猟圧の評価

　・狩猟圧を低くするため、狩猟関係団体や州機関への助言

　・州機関、狩猟者、保全ＮＧＯの協力体制の確立

■地域個体群の分化に関する調査

　・韓国の個体群と日本や中国の個体群を分けて保全計画を立てる必要があるのかを明らかにするため、Mt DNAやゲノムDNAの解析（日本、韓国、中国で野外、地域の博物館から羽毛を収集）。

■越冬地での調査、その他

　・各国共同で、同時にカウント調査を実施

　・調査結果に関する情報交換

　・個体数の急激な減少と回復の原因の解明

　・重要な生息地での管理計画策定

●ほかに、関係者のネットワークの構築や教材の制作の必要性があげられており、現時点では関係者間での情報共有やネットワークの構築を行いつつ、具体的な保全計画の策定のため、トモエガモの生態に関する基礎的な情報を収集していく必要があると考えている。

　以下、特に日本国内で必要と思われる調査、実施できる調査について述べる。
【越冬地での生態】

・越冬地（休息地）の選択

　　2004年からお送りいただいている情報などから、国内でまとまった群れが観察された湖沼を抽出し、トモエガモが日中の休息地として選好する湿地環境を明らかにする

・越冬地の移動

　　トモエガモは、越冬期間中に群れであちこちに移動している。どこからどこへ移動しているのか、その移動の範囲を明らかにする

・越冬期の採餌環境

　　他の水面採餌性カモ類同様、トモエガモも夕方に休息地を飛び立ち、採餌に向かう。採餌場所の位置や範囲、その環境、餌種などを明らかにする

・越冬期の行動

　　休息地での行動から、湖沼の利用形態を明らかにする

●他にも明らかにしておくべきこと、留意すべきことがあると思われるので、参加されている皆様からの意見をいただければ幸いである。

JOGAとは?

ＪＯＧＡは「東アジアガンカモ類重要生息地ネットワーク」を支援する目的で日本鳥学会の有志の研究者がつくったグループで、日本のガンカモ類の各種の個体群の生態や行動などの鳥学的課題や、各種の保護や生息環境の保全上必要な課題について、日本鳥学会大会の自由集会の場を利用してそれらの現況を紹介し、今後の課題を把握するための集会を開催してきた。　各回の集会のテーマと、講演名は以下である。これらの集会の企画趣旨と講演要旨はサイトhttp://www.jawgp.org/anet/jgprop.htmに日本語で公開している。

JOGAのこれまでのテーマ      

第１回集会(1999)「日本のガン・カモ・ハクチョウ類の個体群の現状」 

第２回集会(2000)「日本のガン，カモ，ハクチョウ類の環境利用」 

第３回集会(2001)「越冬地におけるガンカモ類の羽衣と社会行動の観察」(その１) 

第４回集会(2002)「水田農業とガンカモ類 ～「対立から共生へ」その鳥学的戦略～」 

第５回集会(2003)「極東におけるガン類・ハクチョウ類個体群フライウェイ解明のための課題」 

第６回集会(2004)「ガンカモ類重要生息地における保全状況の過去10年の進展と今後の課題」 

第７回集会(2005)「ガンカモ類の個体数の継続的調査　モニタリングサイト１０００　－　2004年度の報告と課題」 

第８回集会(2006)「希少雁類復元・回復計画の経過と意義・今後の課題」 

第９回集会(2007)「東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ（ＥＡＡＦパートナーシップ）の発足と協力」

[image: image10.emf]
 [What’s JOGA] Japan Ornithologist Group for Anatidae Site Network in the East Asian Flyway
The group consists of voluntary researchers, most of who are members of Ornithological Society of Japan (OSJ), for supporting domestic activities of Anatidae Site Network in the East Asian Flyway. The group has held an open forum around two hours at each occasion of annual meetings of OSJ since 1999, where available ornithological studies has been reviewed such as on population ecology and migration study of Anatidae species in Japan, as well as those studies for conservation of species and their habitat, and study needs have been discussed in these fora.

The theme and reports provided in each year are listed below. The announce document of each year and abstracts of these reports, in Japanese language, have been accessible on the websitehttp://www.jawgp.org/anet/jgprop.htm.

 [Start page] http://www.jawgp.org/anet/jgprop.htm

Start page for JOGA, including project proposal of the group and table of contents.

[JOGA1 (1999)] http://www.jawgp.org/anet/jg004.htm

On the population dynamics of ducks, geese, and swans in Japan.

 [JOGA2 (2000)] http://www.jawgp.org/anet/jg005.htm

On the habitat use of ducks, geese, and swans in Japan.

[JOGA3 (2001)] http://www.jawgp.org/anet/jg006.htm

On the morphology and social behaviour of ducks, geese, and swans.

[JOGA4 (2002)] http://www.jawgp.org/anet/jg007.htm

On the strategic approach in ornithological contribution to the harmonisation of agricultural practices and conservation of ducks, geese and swans.

 [JOGA5 (2003)] http://www.jawgp.org/anet/jg008.htm

On the flyway approach for Anatidae populations in the East Asia.

[JOGA6 (2004)] http://www.jawgp.org/anet/jg009.htm

On the achievement and challenges in conservation of key Anatidae sites in Japan in the last decade.

 [JOGA7 (2005)] http://www.jawgp.org/anet/jg010.htm

On the national monitoring programme of key Anatidae sites in Japan, entitled as Monitoring Site 1000 organised by Ministry of the Environment -- report from 2004 survey and review.

 [JOGA8 (2006)] http://www.jawgp.org/anet/jg011.htm

On the recovery programmes for threatened goose species.

 [JOGA9 (2007)] http://www.jawgp.org/anet/jg012.htm

On the future ornithological assistance to the waterbird site network renewed under the East Asian - Australasian Flyway (EAAF) Partnership.
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世界水鳥個体数推定　第四版（Waterbird Population Estimates, Forth Edition、以下WPE4と略す）が、2007年1月に国際湿地保全連合（Wetlands International、以下WI）から発行されました。本書は、国際湿地保全連合により、3年おきに内容を見直され、ほぼ6年おきに改訂版を発行されています（第三版（WPE3は2002年秋に発行））。
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また、本書を作成するにあたり、アジア・太平洋地域の水鳥個体数を推定するために、アジア水鳥センサス（Asian Waterbirds Census、以下AWCと略す）が実施されています。日本は、モニタリングサイト１０００やガンカモ一斉調査等、各地で調査されたデータを取りまとめ、環境省からWIに提出しています（詳細は環境省自然環境局生物多様性センター・阪口様の要旨及び発表を参照願います）。





2006年11月、インドネシア・ボゴールにおいて、「東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ」（渡り性水鳥保全連携協力事業、Partnership for the East Asian Australasian Flyway、以下「EAAFパートナーシップ」と略す）が発足しました。
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EAAFパートナーシップ発足式


2006年11月　インドネシア・ボゴール
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Sheet1

		3）2002年　３市・郡にてモデル事業実施（国庫支援2億7百万ウォン）

		・昌原市（注南貯水地）、群山市（錦江湖）、海南郡（霊岩湖・庫千岩湖・錦湖湖）の渡り鳥渡来地が対象。

		・2003年　５市・郡へ拡大実施（国庫支援5億4千2百万ウォン）、上記3自治体以外に瑞山市（浅水湾）、金堤市（万頃江・東津江河口）の渡り鳥渡来地を追加

		4）2004年９市・郡へ拡大実施（国庫支援7億1千1百万ウォン）

		・上記５市・郡以外に舒川郡(錦江河口)、洪城郡（看月湖）、金浦市（金浦平野）、鉄原郡（鉄原平野）の渡り鳥渡来地を追加

		5）2005年10の市・郡へ拡大実施（国庫支援7億4千6百万ウォン）

		・順天市（順天湾）が追加される

		6）2006年14の市・郡へ拡大実施（国庫支援9億1百万ウォン）

		・釜山広域市（江西区洛東江下流）、高陽市（チャンハン湿地及びサンナム湿地）、坡州市（グンネ面民間人統制区域）、益山市（錦江河口オンポ面）など４か所の渡り鳥渡来地を追加

						韓国生物多様性管理契約の地域数と国庫支援額（環境部）の変化 カンコクセイブツタヨウセイカンリケイヤクチイキスウコッコシエンガクカンキョウブヘンカ

				年度 ネンド		地域数 チイキスウ		地点数 チテンスウ		国庫支援額（ウォン） コッコシエンガク		国庫支援額
（百万ウォン） ヒャクマン

				2002		3		5		207,000,000		207

				2003		5		8		542,000,000		542

				2004		9		12		711,000,000		711

				2005		10		13		746,000,000		746

				2006		14		18		901,000,000		901
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